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　藤沢市市民活動推進センター（以下、センター）は、2001年

12 月 15日の開設以来 20年間、利用者の皆様やボランティアの

皆様、地域の方々に支えられてまいりました。

今回の記念イベントはオンラインで実施いたします。本紙では特

集といたしまして、センターや藤沢市の市民活動のこれまでにつ

いてを振り返ります。

特定非営利活動促進法の制定～開設 1周年まで

　阪神・淡路大震災以後、ボランティア活動の意義が社会的に浸

透していきました。また、特定非営利活動促進法（以下、NPO法）

の成立により、民間の公益活動が法人格を得ることが可能になり

ました。そうした動きを受けて、藤沢市でも市民活動の支援をす

る施設の必要性が提起されます。検討委員会、市民活動支援フォー

ラム、当時の藤沢市市民電子会議室などの議論を経て、2001年 9

月に藤沢市市民活動推進条例が成立。そして同年 12 月 15日に、

センターが開設されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）
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市民活動推進センター 20周年記念イベント・特設サイト

特集 :市民活動推進センターの 20年

特定非営利活動促進法の制定～開設1周年まで（続き）

　委員会等の議論や先行施設の視察などから、年が明けた翌

2002年には図書コーナー、交流機会提供、実務講座などの現在

まで続く取り組みが始められています。センターを支えるボラン

ティア「サポートクラブ」の活動も始まりました。また、12月

の改正 NPO法により、5分野が新たに加えられました。

開設 1周年～開設 10周年まで

　業務委託から指定管理者制度に移行すると運営団体の裁量が増

え、企画事業が増えていきます。分野を問わず団体が交流する「ク

リスマス交流会」や、学校やイベントに出向いて団体をご紹介す

る「NPO見本市」など、交流や PRの機会を提供してきました。

藤沢市の助成金もこのころに創設され、市民活動支援の仕組みが

整ってきます。2010年には認定 NPO法人イーパーツとの協力で、

リユース PC寄贈プログラムも開始しました。この取り組みは後

に県内の市民活動支援施設との連携につながっていきます。

　10周年を迎える 2011 年の 3月、東日本大震災が発生しました。

センターでは再生 PCの現地 NPOへの寄贈や、東北への支援方法

に関する情報提供を行いました。以降、大規模災害の発生時には

同様の支援や職員派遣を行っています。また、ボランティア情報

誌「VOLUNTEERS」の発行もこのころに開始しています。

開設 10周年～

　2012年の NPO法の抜本的改正により認定 NPO法人の認定要

件が緩和・拡大され、市民活動団体の税制優遇が広がりました。

翌年には NPO法人関連の申請が藤沢市役所でできるようになり、

また、北部の支援拠点として分館の湘南台市民活動プラザが設置

されました。分館についてはその後六会市民センター内へ移転と

なり、複合施設内での連携も積極的に進めています。また、提案・

交流から実際の動きにつなげる取り組みとしてフジソンを開始い

たしました。

　2020年、コロナ禍により、長期の休館を余儀なくされました。

休館の間も印刷代行、電話相談などできる限りの対応をしてきた

ほか、助成金や持続化給付金などの申請支援を行いました。延期

となったオリンピック・パラリンピックは 2021 年に開催されま

した。藤沢市もオリンピック会場となっており、市民応援団が組

織されましたが、制限の多い活動となっています。そうした団員

の今後の地域での活躍につなげるため、フジソンを応援団との連

携により開催いたしました。

　以上、駆け足ではありますが、センターや市民活動の動きに関

連した 20年を振り返ってまいりました。こうしてみると、大規

模災害や制度の改変を追いかけるようにして様々な仕組み・取組

みが作られてきています。

　20周年に際して設置する特設サイトでは実際に活動されてい

る団体のご紹介をする他、記念イベントでは今後の 10年、20年

について話し合う機会を設けます。

　皆様のご参加をお待ちしております。

（取材と記事作成：関野）

　藤沢市市民活動推進センターは、2021年

12月で20周年を迎えました。お世話になった

皆様に、改めてお礼申し上げます。

　今回、特設サイトを設置するとともに、オン

ラインイベントを実施いたします。

　特設サイトでは団体PR動画のご紹介、市民

活動クイズ、最新のご利用実績のプレビュー、

ボランティア情報誌「VOLUNTEERS」の表紙

大賞などを公開しています。また、ボランティ

アチーム「サポートクラブの」活動写真でセン

ターの20年を振り返ります。

　オンラインイベントでは日本NPOセンター

事務局長の吉田健治氏の基調講演の他、大

活動に携わった方々や、コロナ禍の貧困支援

を行っている方をお呼びして、ポストコロナ

の地域社会のつながりについて考えます。

　　　　　　◀特設サイト

　　　　　　2021年12月11日～12月27日

　　　　　　https://20.fujisawa-npo.jp/

　　　　　　　　　イベント▶

  2021年12月18日14:00～17:00

     https://fujisawa-npo.jp/269

1996年 阪神・淡路大震災
1998年 特定非営利活動促進法の成立

2001年
藤沢市市民活動推進条例の成立
藤沢市市民活動推進センターの開設

2004年 指定管理者制度への移行
2006年 藤沢市公益的市民活動助成事業の開始
2010年 ふじさわイーパーツリユースPC寄贈プログラムの開始
2011年 東日本大震災

2012年 特定非営利活動促進法の改正

2013年
県から藤沢市へ特定非営利活動法人に係る事務の移譲
北部拠点として分館である湘南台市民活動プラザの設置

2015年 分館の六会への移転、市民活動プラザむつあいへの改称
2018年 フジサワアイデアソン（フジソン）の開始
2020年 コロナ禍による長期の臨時休館
2021年 東京2020オリンピック・パラリンピックの開催

特定非営利活動促進法の制定～開設1周年まで

開設1周年～開設10周年まで

開設10周年～



団体の S D G ｓターゲットを見つけよう

防災アンケート

vol.149

　2021年も残すところ1か月を切りました。

新型コロナの収束が見えず、社会が不安定

なまま今年も終わろうとしていますが、新

型コロナの拡大は世界に「負」だけを残し

たわけではありません。世界中の社会課題

を見えやすくし、そして、SDGｓの取り組

みも広く知られるきっかけとなりました。

世界のさまざまな社会課題は、SDGsとのつ

ながりがあります。SDGsとは、「持続可能

な世界」を実現するための、いわばナビの

ようなものです。17の目標とそれぞれの目

標における全 169ターゲットからなります。

このナビに沿って考えると、市民活動は、

SDGｓ17の目標のどれかにほぼ当てはまり

ます。

　例えばフードバンクであれば、「1.貧困を

なくそう」、「2.飢餓をゼロに」、「3.すべて

の人に健康と福祉を」、「12.つくる責任 つか

う責任」、「17.パートナーシップで目標を達

成しよう」、5つの目標に当てはまります。

　みなさんの活動はどの SDGs目標に当ては

まるかを確認したことはありますか？また、

HPなどで SDGｓ目標を示していますか？

ぜひ、当てはまるターゲットすべてを、HP

に掲載してほしいと思います。ターゲット

を HPに示すことは、パフォーマンスではな

く、SDGsという共通言語を使うことによっ

て、小学生でもそれぞれの市民活動団体が、

どんな活動を行っているかをよく理解して

もらえるようになるからです。

　SDGsのどの目標に当てはまっているかの

確認は、ユニセフ協会の副教材がおすすめ

です。中学生向けの副教材ですので、分か

りやすい説明になっています。

　また、SDGｓの解説本が、市民活動推進

センターの本棚にも数冊あります。こちら

もご活用下さい。

　もっと SDGｓを知りたい方、副教材や書

籍だけでは物足りない方、市民活動推進セ

ンターの 2022 年 3 月開催のマネジメント講

座「SDGｓってなに？藤沢の SDGｓオンラ

インワークショップ（仮題）」にぜひご参加

ください。

　「藤沢の SDGｓ」をテーマに、SDGs目標

を掲げている藤沢市内の団体の事例発表と

SDGs解説講座のオンラインワークショップ

を行います。（い）

　2021年12月18日に市民活動推進センターの20周年事

業を実施します。最近の傾向として、コロナ禍で活動が制限

される中、オンライン会議やオンラインイベントが数多く開

催されました。それを受け、少し遠くからのゲストをお迎え

できるオンライン開催を試みました。

テーマとして、「何か起こった時、私たちは何をするのか。何

ができるのか」を福島県における東日本大震災や栃木県

常総市の水害、神奈川県のコロナ禍での食支援、次 と々起

こった自然災害時の全国の動きなど、被災後における復興

支援の生の声をお届けすることになりました。

首都圏では、今から30年後までの間に70％の確率で大き

な地震が発生するといった研究結果も出ている中、行政・

企業・市民活動団体など、多様なセクターの動きが少しず

つ共調してきているという情報も入ってきています。

あの時何が起こって、どのような行動があり、現在の状況が

あるのか。東日本大震災の復興支援に少しかかわった身と

して感じたことは、何か起こった時、それまでの地域の課題

が一気に表面化してくるということです。平時の市民活動

がまちを復興する際にも必要になってきます。行政や企業

の動きもＳＤＧｓの取り組みの推奨もあって、20年前とは

変化してきていますが、皆さんの日常の活動がまちの復興

を支えるといっても過言ではありません。

本年度、市民活動推進センターでは、定例調査の「活動状

況調査2021」を実施しました。現在集計途中ではあります

が、今回追加した設問22「コロナ禍における大規模災害で

は他地域からの支援が難しくなりますが、活動地域に被害

が生じたとき、団体として提供できる支援方法はあります

か。中長期的な避難所・復興支援も含めご回答ください。

（複数回答可）」の問いに、133団体の方から「こんなことで

きます」とご回答いただきました。大変心強い結果となり、

藤沢のソコヂカラを感じています。

ゲストの経験を生配信します。12月18日土曜日14時からの

イベントに参加しませんか。左側のQRコードから参加でき

ます。（て）

◀(一社 )SDGs 市民社会ネットワーク

https://www.sdgs-japan.net/

SDGsマルシェ in 藤沢▶

https://www.sdgsmarche.com
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■20周年記念特設サイト　公開期間 12月11日（土）　　 ～ 　　　12月27日（月）

■20周年イベント「被災地復興から考えるポストコロナの地域社会」 12月18日（土）　  　　　　 14：00～17：00

■湘南台駅地下ギャラリーコーナー市民活動紹介展示 1月28日（金）　　   ～ 　　　2月10日（木）

GRAFARE  FU J I SAWA Ｆ
※ビル名が変更になりました

■20周年イベント

「被災地復興から考えるポストコロナの地域社会」
藤沢市市民活動推進センターは開設 20 周年。オンラインで記念イベン

トを開催します。被災地復興や現在の貧困者支援活動から、ポストコ

ロナの地域社会について話し合います。

　日時：2021 年 12 月 18 日 14:00 ～ 17:00

　会場：オンライン（Zoom 上）

　料金：無料

　定員：50 名

　対象：市民活動に関わる方や興味のある方

　内容：基調講演「NPO の次の 10 年、次の 20 年」

　　　　パネルディスカッション　ほか

　登壇者：吉田健治氏（日本 NPO センター 事務局長）

　　　　　内山愛美氏（ふくしま NPO ネットワークセンター 理事）

　　　　　荻原妙子氏（フードバンクかながわ 地域コーディネーター）

　問合・申込：市民活動推進センター

■藤沢市役所市民活動パネル展示出展団体募集！
皆さんの活動を広く一般市民の皆さまに知っていただきたく、市役所 1 

階ラウンジにてパネル展示を 2022 年 2 月に行います。

出展希望の団体を募集いたします。あなたの団体の思いをパネルに込

めてみませんか？

※説明会を 2021 年 1 月 9 日（日）に実施します。詳しくは QR コード

のリンク先をご覧ください。

　展示期間：2022 年 2 月 8 日（火） ～ 2 月 17 日（木）

　申込締切：2021 年 12 月 25 日（土）

　会場：藤沢市役所 1 階ラウンジ

　対象：市民活動支援施設登録団体

　定数：16 団体

　問合・申込：市民活動推進センター

■藤沢市役所市民活動パネル展示 2月8日（火）　　     ～ 　　　2月17日（木）

■20周年記念特設サイト
推進センター開設 20 周年を記念した特設サイトを設置します！登録団

体の PR 動画や、NPO クイズ、最新のご利用実績のプレビュー、ボラン

ティア情報誌「VOLUNTEERS」の表紙大賞のほか、ボランティアチー

ム「サポートクラブ」の写真で 20 年を振り返ります。

VOLUNTEERS 表紙大賞では、投票も実施。最も得票数の多かった号を

11 月より開設した新ウェブサイトのトップページカバー画像に採用す

る予定です。

　開設期間：2021 年 12 月 11 日（土）～ 12 月 27 日（月）

　URL：https://20.fujisawa-npo.jp/

■湘南台駅地下ギャラリーコーナー市民活動紹介展示
湘南台駅地下通路を使っている人たちに市民活動を紹介します。各団

体で作成した活動紹介の掲示物を、設営会場の 11枚の掲示パネルを使っ

て展示します。

　日時：2022 年 1 月 28 日 ( 金 )～ 2 月 10 日 ( 木 )

　会場：湘南台駅地下ギャラリーコーナー

　対象：市民活動支援施設登録団体

　定数：10 団体

　問合・申込：市民活動プラザむつあい

　備考：作成した展示物は、1 月 23 日 ( 日 ) までに市民活動プラザ

　　　　むつあいにお持ちいただくか、1 月 27 日 ( 木 ) に会場にて

　　　　掲示作業していただきます。
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